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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 順天堂 大学名 順天堂大学 

研究プロジェクト名 女性スポーツ研究センターにおける女性アスリートコンディション管理

に関する研究基盤構築 
研究観点 研究拠点を形成する研究 

 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

2012 年ロンドン五輪に出場した女性アスリート対象の調査では、約７割もの選手が女性特

有の身体的課題が競技に影響するとしており、この課題に対応できる機関が必要だと回答し

た。女性特有の身体的課題と競技パフォーマンスについての医科学的根拠に基づく研究は、

トップレベルにおいても十分ではなく対応が急務である。このような状況を鑑み、本プロジェク

トでは、女性スポーツ研究センターを大学院スポーツ健康科学研究科へ整備し、女性アスリ

ートのコンディション管理に関する研究活動の拠点として、月経調整の有効性、性ホルモン濃

度の変動とトレーニング負荷等について研究を展開、月経周期を考慮したコンディション管理

およびトレーニングプログラムの確立を目指す。また、アスリートを支える指導者の資質向

上・増員という重要課題にも取組み、女性アスリートを指導する指導者のためのコーチング

法を提案する。本事業の推進により、女性アスリートが常にベストコンディションで競技に臨

み、“東京 2020”等に向けて、日本の競技力向上に寄与することが狙いである。 

 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

本事業は順調に進行しており、本センターにて実施する女性アスリートのコンディション管

理・トレーニングに焦点をあてた多角的な研究は、日本の女性スポーツ研究をリードしている

といってよい。①女性アスリートの月経周期･随伴症状による影響を月経調節等により軽減

することで、より安定したパフォーマンスの発揮が可能となり、また、②月経周期を考慮したレ

ジスタンストレーニングの至適負荷条件が究明され始め、より効果的なトレーニングが可能と

なった。さらに、③遺伝子要因を考慮した適正なトレーニング方法等の提示を目的とした研究

では、女性の MHC I 型の平均は 51％と、男性の 42％と比較して有意な高値を示し、HIF 遺

伝子の C/T 多型は、女性の筋線維組成を規定する可能性が示唆された。また、④女性アス

リート自身がコンディション管理能力を身につけ、無月経や月経異常、これらに伴う疲労骨折

やスポーツ外傷等のリスクを軽減させるという目的のもとに製作した「女性アスリートダイアリ

ー」や「女性アスリートのための e ラーニング」は、女性オリンピアン･パラリンピアンに愛用さ

れ、コンディションの“セルフマネジメント”を実践する女性アスリートが増加している。⑤女性

アスリートを指導する指導者の資質向上・増員という課題への対応のため、研究データに基

づいたプログラムを作成、「女性コーチアカデミー」を開設（2015～毎年開催）した。2016 年リ

オ五輪における日本の成績は、金メダル数（合計 12）で、女性アスリート（7）が男性アスリート

（5）を上回ったことからも、大きな成果が出ているといえる。今後、“東京 2020”に向けた女性

アスリートのさらなる競技力向上が期待される。 



（様式１） 
 

法人番号 131025 
プロジェクト番号 S1411008 

 
平成 26 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名   順天堂              ２ 大学名   順天堂大学            

 

３ 研究組織名   女性スポーツ研究センター                               

 

４ プロジェクト所在地   東京都文京区本郷 3-2-20 伊藤ビル 4 階・5 階              

 

５ 研究プロジェクト名   女性スポーツ研究センターにおける女性アスリートコンディション管理

に関する研究基盤構築                               

 

６ 研究観点    研究拠点を形成する研究                                

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

小笠原 悦子 女性スポーツ研究センター センター長 

 

８ プロジェクト参加研究者数  60 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

小笠原悦子 

女性スポーツ研究

センター・センター

長 

女性リーダー育成の阻害要因の

究明 

女性アスリートをリードするサポ

ートシステムの開発に向けた研

究 

チーム 4：女性アスリ

ートのコーチング法

開発研究 

竹田 省 

大 学 院 医 学 研 究

科産婦人科学・特

任教授 

遺伝子改変実験動物モデルを用

いた骨・筋肉・運動能におけるス

テロイドホルモンの役割に関する

基礎研究 

チーム 1：月経調整と

コンディション管理プ

ログラム開発研究 

鯉川なつえ 

女性スポーツ研究

センター・副センタ

ー長 

Female Athlete Triad の改善お

よび予防に関する実践的研究 

チーム 1：月経調整と

コンディション管理プ

ログラム開発研究 

櫻庭景植 

大学院スポーツ健

康科学研究科・教

授 

Female Athlete Triad の改善お

よび予防に関する実践的研究 

チーム 1：月経調整と

コンディション管理プ

ログラム開発研究 

小林弘幸 

大 学 院 医 学 研 究

科・病院管理学・

教授 

Female Athlete Triad の改善お

よび予防に関する実践的研究 

チーム 1：月経調整と

コンディション管理プ

ログラム開発研究 

北出真理 
女性スポーツ研究

センター・副センタ

Female Athlete Triad の改善お

よび予防に関する実践的研究 

チーム 1：月経調整と

コンディション管理プ
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ー長 ログラム開発研究 

葛西隆俊 

大 学 院 医 学 研 究

科 心 血 管 睡 眠 呼

吸医学講座・准教

授 

女性アスリートの睡眠の質とそ

の低下に関連する因子の同定 

チーム 1：月経調整と

コンディション管理プ

ログラム開発研究 

町田修一 

大学院スポーツ健

康科学研究科・先

任准教授 

月経周辺症状および主観的コン

ディションが運動パフォーマンス

に及ぼす影響に関する研究 

女性ホルモンおよびトレーニング

経験が骨格筋の量および質に及

ぼす基礎的研究 

チーム 2：月経周期を

考慮したトレーニング

の至適負荷条件研

究 

尾崎隼朗 

大学院スポーツ健

康科学研究科・助

教 

月経周期のフェーズの違いが筋

力トレーニング時の仕事量と動

作スピードに与える影響に関す

る研究 

チーム 2：月経周期を

考慮したトレーニング

の至適負荷条件研

究 

柿木 亮 
医 学 部 生 理 学 第

二講座・助教 

月経周期がレジスタンス運動後

の栄養摂取による筋タンパク質

合成に与える影響に関する研究 

チーム 2：月経周期を

考慮したトレーニング

の至適負荷条件研

究 

平澤恵理 

大 学 院 医 学 研 究

科・老人性疾患病

態・治療研究セン

ター・教授 

女性ホルモンおよびトレーニング

経験が骨格筋の量および質に及

ぼす基礎的研究 

チーム 2：月経周期を

考慮したトレーニング

の至適負荷条件研

究 

内藤久士 

スポーツ健康科学

部・学部長 

大学院スポーツ健

康科学研究科・研

究科長 

運動能力を規定する遺伝要因に

関する研究 

―特に筋・循環・エネルギー代謝

系の性差に着目して― 

チーム 3：エネルギー

産生とトレーニング

の関係性解明研究 

和気秀文 

大学院スポーツ健

康科学研究科・研

究科・教授 

運動能力を規定する遺伝要因に

関する研究 

―特に筋・循環・エネルギー代謝

系の性差に着目して― 

チーム 3：エネルギー

産生とトレーニング

の関係性解明研究 

福 典之 

大学院スポーツ健

康科学研究科 ス

ポーツ健康医科学

研究所・准教授 

運動能力を規定する遺伝要因に

関する研究 

―特に筋・循環・エネルギー代謝

系の性差に着目して― 

チームエネルギー産

生とトレーニングの

関係性解明研究 

服部信孝 
大 学 院 医 学 研 究

科神経学・教授 

ミトコンドリア脂肪酸β 酸化によ

るエネルギー産生と運動量・運

動負荷との関係 

チーム 3：エネルギー

産生とトレーニング

の関係性解明研究 

斉木臣二 
大 学 院 医 学 研 究

科神経学・准教授 

ミトコンドリア脂肪酸β 酸化によ

るエネルギー産生と運動量・運

動負荷との関係 

チーム 3：エネルギー

産生とトレーニング

の関係性解明研究 

吉村雅文 
大学院スポーツ健

康科学研究科・教

女性アスリートをリードするサポ

ートシステムの開発に向けた研

チーム 4：女性アスリ

ートのコーチング法



（様式１） 
 

法人番号 131025 
プロジェクト番号 S1411008 

 
授 究 開発研究 

伊藤真紀 

大学院スポーツ健

康科学研究科・助

教 

女性リーダー育成の阻害要因の

究明 

チーム 4：女性アスリ

ートのコーチング法

開発研究 

（共同研究機

関等） 
   

萩裕美子 
東 海 大 学 体 育 学

部・教授 

Female Athlete Triad の改善お

よび予防に関する実践的研究 

チーム 1：月経調整と

コンディション管理プ

ログラム開発研究 

石田良恵 
女子美術大学・名

誉教授 

Female Athlete Triad の改善お

よび予防に関する実践的研究 

チーム 1：月経調整と

コンディション管理プ

ログラム開発研究 

鈴木志保子 

神 奈 川 県 立 保 健

福 祉 大 学 保 健 福

祉学部・教授 

Female Athlete Triad の改善お

よび予防に関する実践的研究 

チーム 1：月経調整と

コンディション管理プ

ログラム開発研究 

石神昭人 

東 京 都 健 康 長 寿

医療センター研究

所・研究部長 

女性ホルモンおよびトレーニング

経験が骨格筋の量および質に及

ぼす基礎的研究 

チーム 2：月経周期を

考慮したトレーニング

の至適負荷条件研

究 

山口理恵子 
城西大学 経営学

部・准教授 

女性リーダー育成の阻害要因の

究明 

チーム 4：女性アスリ

ートのコーチング法

開発研究 

井上雄平 ミネソタ大学・助教 

女性アスリートをリードするサポ

ートシステムの開発に向けた研

究 

チーム 4：女性アスリ

ートのコーチング法

開発研究 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ミトコンドリア脂肪酸β酸

化によるエネルギー産

生と運動量・運動負荷

との関係 

東京都健康長寿

医療センタ ー研

究所・研究部長 

田中雅嗣 
チーム 3 における共同

研究 

（変更の時期：平成 26 年 7 月１日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
東京都健康長寿医療センタ

ー研究所・研究部長 
石神昭人 

チーム2における共同

研究 

 



（様式１） 
 

法人番号 131025 
プロジェクト番号 S1411008 

 
１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

本プロジェクトは、月経調整の有効性、性ホルモン濃度の変動とトレーニング負荷等につ

いての研究を展開し、月経周期を考慮したコンディション管理およびトレーニングプログラム

の確立を目指している。また、アスリートを支える指導者の資質向上・増員という重要課題に

も取り組み、女性アスリートの指導者のコーチング法を提案し、女性アスリートが常にベストコ

ンディションで競技に臨み、“東京 2020”等に向けた日本の競技力向上に寄与することが、本

研究プロジェクトの目的･意義である。 

初年度、次年度において、女性アスリートの月経周期や体組成、性ホルモン変動とトレー

ニング効果等に関する基礎データを集積し、集積データを基に女性アスリートの月経周期を

考慮したコンディション管理、トレーニングプログラムを開発する。さらに、諸外国における女

性アスリートのコンディション管理や心理サポートへの取組を調査し、女性アスリートの指導

者に必要なコーチング法についての提案も行う。本プロジェクトの後半に向けては、プログラ

ム実施による効果を継続的に検証し、さらに研究を発展させる計画である。 

（２）研究組織 

本事業は、大学院スポーツ健康科学研究科を基盤とした女性スポーツ研究センターを研

究拠点に、18 名の研究者をコアとし、学外からは女性スポーツ研究分野で多様な実績のある

上記 10 に上げた研究者を加え、さらに、研究推進のため、毎年度、公募により採用されたＰ

Ｄ・ＲＡ、研究奨励費研究（平成 26～28 年度で計 14 名）らの若手研究者を活用し、研究の促

進を図っている。また、上記 10 の「プロジェクトでの役割」に示したとおり、研究内容により分

割された 4 つの研究チームは、チーム内外における連絡会議・研究打合せを随時開催し、研

究経過の確認と修正を行っている。研究の進捗については、自己点検評価を行うとともに、

年度ごとに本センター研究報告会を開催し、さらに外部評価委員による評価を受け、プロジェ

クトの効率的な遂行を図っている。順天堂大学からの研究支援体制は整っており、文部科学

省からの援助に見合う資金的援助も受けている。 

（３）研究施設・設備等 

当該拠点は、順天堂大学本郷・お茶ノ水キャンパス・伊藤ビル（4･5 階）に置いている。総面

積約 99.59 ㎡の研究室にて調査研究を実施しているが、同キャンパス内医学部各研究室、同

大学さくらキャンパス（千葉県印西市）の各研究室においても、実験･解析等を実施している。

また、本研究のために 2014 年度（平成 26 年度）に設置された研究設備と、その利用時間は

以下の通りである。 

・身体組成測定システム（時間（1498 時間/53.5 月）（2014 年 12 月～2017 年 3 月） 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

【チーム 1】 

女性アスリートが陥りやすい「利用できるエネルギー不足」、「視床下部性無月経」、「骨粗

鬆症」の 3 つの障害をアメリカスポーツ医学会は「Female Athlete Triad（以下、FAT）」と定義

し、警鐘を鳴らしている(2007,ACSM)。「視床下部性無月経」は利用できるエネルギー不足、

過度なトレーニングに起因して生じることが多いが、卵巣から分泌される女性ホルモンである

エストロゲンの欠乏が骨格筋や運動能に与える影響について研究した報告は極めて限られ

ている。エストロゲンは、骨量の維持や筋肉量・筋力の維持作用を有しており、運動能力と密

接に関係していると考えられている。そこで、竹田らは、生体レベルでエストロゲンの役割を

明らかにすべく、卵巣を除去して内在性エストロゲンレベルを低下させた実験動物マウス

(OVX 群)と、偽手術のみの Sham 群を作製し、トレッドミル走行実験による運動持続能の評価
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を行った。術後 10 週において OVX + V 群は Sham + V 群と比較して走行持続時間が有意に

短縮し、OVX + E 群は走行持続時間の回復を認め、さらに、骨格筋におけるマイクロアレイに

よる遺伝子発現解析を施行した。エストロゲン応答性に発現抑制された遺伝子の 1 つである

Uncoupling protein3 (UCP3)に着目し、Ucp３が定量的 PCR においても OVX + V 群で有意に

発現が上昇し、OVX + E 群で発現が低下することを確認した（学会発表*71）。また、分化誘導

したマウス筋芽細胞株 (C2C12 cells)に恒常的活性型エストロゲン受容体(caERα)発現アデノ

ウイルスを導入し、In vitro での機能解析を行った結果、Ad-caERα 導入細胞で Ucp3 の発現

が有意に低下し、ERα 拮抗薬 (ICI 182,780)によって発現が増加した。C2C12 cells での ATP

量を調べたところ、Ad-caERα 導入細胞で ATP 量が有意に増加し、ICI により抑制された。エ

ストロゲンは骨格筋の遺伝子プロファイルを制御し、特にUCP3の発現抑制を介してエネルギ

ー代謝を効率化することで、マウス個体レベルの運動持続能を正に制御することが想定され

た（学会発表*74）。 

FAT は競技力の有無に関係なく、女性アスリートなら誰でも陥る可能性がある。鯉川らは、

その有効な予防および治療方法の開発を目的とした研究を遂行している。アメリカにおける

FAT サポートの現状を調査し、医学部および医学部附属病院との連携が図れる順天堂大学

の強みを生かし、2014 年 10 月に、日本初の「女性アスリート外来」を設立した。そして、FAT

の特性に関して、①婦人科的側面からの研究、②整形外科的側面からの研究、③栄養学的

側面からの研究、④コーチング科学的側面からの研究の 4 分野から多角的に検討を進めて

いる。①の研究では、FAT を特徴づける血液学的因子等の基礎データを収集し、検討した結

果、多競技種目における FAT の状況を明らかにした（和文原著論文*71）。また、多くの基礎

データにより、日本人女性アスリートにおける FAT の特徴が明らかになりつつある（学会発表

*102,105,106）。②の研究では、FAT を特徴づける DEXA による骨密度および骨代謝マーカー

等の基礎データを収集し検討を進め、FAT と疲労骨折の関連について究明した（学会発表

*96）。③の研究では、FAT を特徴づける栄養摂取パターンについて基礎データを収集し、検

討を進めた結果、多くの 女性アスリートにみられる低エネルギー摂取の現状が明らかになっ

た（和文原著論文*73）。④の研究では、FAT 症状を有するアスリートに対し、婦人科的処置

のみが先行され、FAT の予防や再発を妨ぐための教育がなされていない問題点が明らかと

なった。これらの研究成果から、アスリートおよびアスリートに携わる重要な他者（コーチや家

族等）に対する FAT 予防のための教育に関する重要性を認識し、研究成果を盛り込んだ 「女

性アスリートダイアリー(制作物*1)」、「女性アスリート・指導者のための e ラーニング(制作物

*2)」、「FAT スクリーニングシート(制作物*3)」を 開発・全国へ配布した。今後はこれらのアイ

テムによる介入研究を進め、スポーツ現場での教育改善効果を検証する。 

女性アスリートのコンディション管理における睡眠に関する研究として、葛西らは、①主観

的睡眠の質に関する調査研究、②客観的睡眠の質に関する調査研究、③睡眠の質の低下

に関連する因子の同定とそれに対する介入研究を実施した。①では、女性アスリートの主観

的睡眠の質が男性アスリートと比較して低下していることを単一競技種目におけるパイロット

研究にて確認した (英文原著論文*12)。また、多種目に拡張した調査研究を行い、多種目で

も女性アスリートの睡眠の質は男性より低下していることを確認するとともに関連する因子を

複数同定した（論文化に向けて準備中）。②では、パイロット調査として、怪我の治療で入院

中のアスリートを対象とした簡易睡眠検査による評価を実施。③では、睡眠の質の低下に関

連する因子に対する介入方法の妥当性を検証する小規模のパイロット研究を行っている。 

【チーム 2】 

女性を対象とした運動トレーニングでは、個体差が生じやすいことが知られているが、要因

として、月経周期に伴う性ホルモン濃度の変動における個人差が大きいことが考えられてい

る。しかし、町田らの研究においては、高強度レジスタンス運動後の筋タンパク質分解指標の
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応答には、月経周期に伴う性ホルモン濃度の影響が認められないことが見出された（学会発

表*150）。女性ホルモンおよびトレーニング経験が骨格筋の量および質に及ぼす影響を明ら

かにするために、アロマターゼ欠損マウスを用いて、骨格筋の質と量について検討し、さら

に、雌ラットを用いて筋肥大・脱トレーニングモデルを作成し、マッスルメモリーの分子生物学

的メカニズムの解明に取り組んだ（学会発表*108,110,117）。また、尾崎らは、月経周期のフェ

ーズの違いによって、骨格筋の形態や機能が一時的に変化するか否かについて、検討を重

ねてきたが、フェーズ間による差異は認められないことが解明されつつある。さらに、柿木ら

は、筋力トレーニングによる筋タンパク質合成を促進する栄養物としてホエイペプチドに着目

し、栄養物単独およびトレーニング後の栄養物摂取がヒト骨格筋 mTOR シグナル伝達系に及

ぼす影響を、性差の観点から検討した。その結果、性差の影響は認められず、男女で同様の

経路を介して筋タンパク質合成を促進していることが示唆された（学会発表*156）。 

【チーム 3】 

内藤、和気、福らは、運動能力に関連する候補遺伝子多型をシステマティックレビューによ

り 79 種を抽出し、それらの中から瞬発系の運動能力に関連しうる多型を 22 種、持久系の運

動能力に関連しうる多型を23種抽出し、500名のアスリートと700名のコントロールで解析し、

遺伝子型スコアを算出した。また、競技力と関連性がある筋線維組成と遺伝子多型との関連

性を 200 名の成人男女を対象に解析し、筋線維組成には大きな性差が認められた。さらに、

女性の筋線維組成の一部を説明しうる多型の組合せを同定し、運動時の自律神経性循環調

節機能には性差を見出した。また、動物実験により、循環調節中枢には分子生物学的および

生理機能的特徴の両面において性差が認められた(学会発表*67,128,134)。 

服部、斉木らはヒト血漿代謝産物解析による骨格筋機能の評価システムの構築、並びに

最終的にアスリート運動機能の評価を行うため、血中リンパ球から樹立した iPS 細胞由来骨

格筋細胞を用いた個別運動能力評価システムの構築を目標とし研究を実施した。骨格筋ミト

コンドリア機能（脂肪酸β酸化）を反映する血漿アシルカルニチン群測定システムを構築し、運

動障害疾患であるパーキンソン病での異常を報告（現在論文は revision 中）、ヒト培養筋芽細

胞にて脂肪酸β 酸化評価システムを構築した。 

【チーム４】 

日本のスポーツ界において女性リーダー（指導者や役員等）の不足という課題解決のため

に、女性リーダー育成が急務となっている。そこで、女性リーダー育成の阻害要因を社会認

知的進路理論（SCCT 理論）に基づき、オリンピアン、パラリンピアン、なでしこリーグ選手、女

子バスケットボールリーグ選手、トップテニスコーチを対象に調査研究を実施した。これらの

調査から、結婚・出産・子育てが阻害要因であることが明らかとなり、ロールモデルとしての

同 性 （ 女 性 ） の 存 在 が そ の 解 決 に は 重 要 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た （ 学 会 発 表

*138,140,197、制作物*4）。また、女性コーチとの出会いがその後のコーチングキャリアを選

択する際に、ロールモデルとして重要であることが示唆された（和文原著論文*91）。また、女

性アスリートをリードするサポートシステムの開発では「女性コーチアカデミー」のカリキュラム

開発を実行し、「女性コーチアカデミー」を 2 年連続で実施（研究成果の公開状況*4,9）、本プ

ロジェクトで行っているすべての研究成果について公開、全国へ情報提供した。 

 

＜特に優れた研究成果＞ 

①Biochem Biophys Res Commun (2016)に論文投稿し掲載された（英文原著論文*4） 

②日本初の「女性アスリート外来」の開設（順天堂大学医学部附属順天堂医院、同浦安病院, 

2014 年 10 月） 

③「女性アスリートダイアリー（制作物*1）」、「女性アスリート・指導者のための e ラーニング

（制作物*2）」、「FAT スクリーニングシート（制作物*3）」を製作し、全国に普及。 
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④女性アスリートの主観的睡眠の質が男性アスリートと比較して低下していることを単一競

技種目におけるパイロット研究にて確認し論文として報告 (英文原著論文*12)。 

⑤筋線維組成には大きな性差があることが明らかになった。HIF 遺伝子の C/T 多型は、女

性の筋線維組成を規定する可能性が示唆された。 

⑥男性に比べ女性では、副交感神経系の調節が運動時の循環調節に重要である可能性が

示唆された。 

⑦再現性のある簡便な血漿アシルカルニチン群測定システムを構築し、ヒト培養細胞でも定

量評価できる方法を確立した。 

⑧女性アスリートをリードするサポートシステム（プログラム）である日本初の「女性コーチアカ

デミー」を開発(研究成果の公開状況*4,9)し、採用した「CoachDISC」は、コーチの特性を分

析するプログラムとして今後も充分に活用できることを確認した（学会発表*139,195）。 

＜問題点とその克服方法＞ 

FAT の予防普及のためには、今や、小学生、中学生から介入を開始していかなければなら

ず、医療現場およびコーチング現場における認識不足が問題点となっており、さらに日本は

諸外国に比べ栄養教育が遅れていることも問題点としてあげられる。今後は、FAT に関連し

た継続的な基礎研究を実施しながら、教育および情報提供等を予防に関わる重要な他者（ア

スリート自身、指導者、保護者等）に対し発信していくことで克服していく。また、規則的な月

経周期を有している被験者数が十分得られず、サンプリングが十分でないといった問題点に

対しては、他機関との共同研究を視野に入れ、サンプル数を確保し研究を展開していくことで

克服する。さらに、これまで、ヒトを対象に競技力に関連する遺伝子多型について検討してき

たが、競技力を構成するそれぞれの表現型に影響をおよぼす遺伝子多型にも着目する必要

があり、今後は性周期を考慮した実験（卵巣摘出やエストロゲン注入など）を行い、得られた

結果をより深く検証し研究を展開していく。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

①エストロゲンの骨格筋の分子作用に関しては未解明の部分が多いが、さらに詳細な解析

により、女性アスリートの高い運動パフォーマンスと相関するバイオマーカーや分子標的に

臨床応用可能な候補因子を同定し、知財確保に発展する可能性を秘めている。 

②女性スポーツ研究センターから設立した「女性アスリート外来」は、地域病院および東京大

学（2017 年に設立）等に波及している。 

③本プロジェクト研究成果によって開発された「女性アスリートダイアリー」や「女性アスリー

ト・指導者のための e-learning」は、海外からの需要があり、英訳し、世界に発進中である。 

④主観的睡眠の質の低下に関連する因子で、月経異常を有すること、寝具があっていないと

感じていることなどが同定され、それらに対する介入として、月経関連の商品開発、寝具の

開発などにつながる可能性が高まっている。 

⑤運動障害疾患であるパーキンソン病での新規診断方法として特許出願中である（出願番

号 2016-017794、発明者: 服部信孝、斉木臣二、波田野琢、山城一雄、石川景一、王子 

悠、森 聡生、奥住文美、発明の名称: パーキンソン病診断指標、出願人：学校法人順天

堂、出願日 : 2016 年 2 月 2 日）。 

⑥日本初の「女性コーチアカデミー」は、既に台湾での実施の検討が始まっており、アジア各

国へのカリキュラムの紹介も検討中である。 

＜今後の研究方針＞ 

前年度までの成果と中間評価を踏まえ、基礎研究の更なる展開とスポーツ現場における

応用に向けた女性アスリートのコンディション管理に関する研究を加速する。最終年度は、前

年度までの本事業の成果を総括し、具体的なトレーニング法等の開発・応用に向けた探索の
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継続と提言を行う。そして、日本の女性アスリートが常にベストコンディションで競技に臨み、

“東京 2020”等に向けた日本の競技力向上に寄与するという本研究プロジェクトの最終目標

の達成を目指した研究を鋭意展開する。 

＜今後期待される研究成果＞ 

本事業の遂行により、以下の成果が期待される。 

①エストロゲンの筋骨格系における作用と運動能における役割を明らかにする。 

②ミトコンドリアの機能をはじめ、筋骨格系におけるエストロゲンの有益な作用に関わるメカニ

ズムを解明し、臨床応用の可能性を検討することで、女性スポーツ研究における基礎的知

見・理論的根拠を取得し、高いトレーニング効果、競技パフォーマンスに結びつく女性ホル

モンの分子基盤を解明する。 

③低エネルギーアスリートの改善プログラムの提案および、低エネルギー改善による FAT 判

定項目の変化を検討し、スポーツ現場に大きく貢献する研究成果とする。 

④低用量ピル活用の方法論および効果等をまとめ、女性アスリート（とりわけ小・中学生）を

支える重要な他者に対して発信する。 

⑤コンディション管理として、睡眠の質の低下を改善できる対処方法の確立。 

⑥骨格筋の成長を刺激する一般的なトレーニングであるレジスタンストレーニングの効果が、

月経周期のフェーズの違いによって影響を受けるか否かについて明らかにする。 

⑦筋線維組成に影響をおよぼす遺伝子多型や遺伝子発現プロファイルについて、性差を考

慮して検討し、循環調節系の性差と競技力の関連についても検討する。 

⑧アスリート骨格筋の非侵襲的全ミトコンドリア機能（クエン酸回路・脂肪酸β 酸化・呼吸鎖

活性）の定量化システムの開発。 

⑨女性アスリートの性格特性を分析する手法の開発を実施し、女性アスリートに最適なコー

チング方法を確立する。 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

小笠原センター長の統括のもとで運営委員 11 名（新井学長、内藤、鯉川、吉村、町

田、福、小林、服部、竹田、北出、平澤）の体制で研究の進捗状況を常に検討している。

本プロジェクトに参加する研究者は 60名にも及ぶが、各研究チーム内での週 1 回、ま

たは月 1回程度の研究進捗状況確認会議のほか、毎年度ごとに本センター全体の研究報

告会を開催（資料 1）し、全体の進捗状況と問題点とその対応について討議し、事業計

画の改善を図っている。各チームで実施する研究では、前述の通り多くの成果を上げて

いるが、すべての研究において、本大学スポーツ健康科学部、医学部倫理委員会にて倫

理申請の承認を得たのち、研究を実施している。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

外部評価は、目崎登（筑波大学・名誉教授、女性スポーツ医学研究会 会長）、水野正人

（元ミズノ株式会社・会長）、跡見順子（東京農工大学・客員教授、東京大学・名誉教授）、ヨー

コ・ゼッターランド（元嘉悦女子大学・バレーボール部監督、スポーツコメンテーター）の 4 名に

委嘱し、いずれの年度においても、外部委員を含む研究報告会兼評価委員会を開催し、自

己点検、情報共有、外部評価を行い、プロジェクト全体の滞りない発展を図っている。外部評

価委員会からの中間評価として、本事業は順調に進んでおり、また、女性とスポーツに焦点

を当て多角的に研究をしている組織は他になく、それぞれの研究内容も非常に優れている

が、各研究者間、研究チーム間で情報を共有し、研究の発展を目指すことが今後の課題であ

るとの講評を得ている（資料１）。これらの講評を運営委員会等で検討し、研究者間の連携を

より高め、スポーツ社会学・科学、医学の各分野、研究者間での研究をより一層活性化して

いくこととした。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

 

（１） エストロゲン（女性ホルモン）  （２） Female Athlete Triad      （３） 睡眠       

（４） 月経周期               （５） 骨格筋           （６） 遺伝多型    

（７） ミトコンドリア             （８） 女性コーチ・リーダーシップ   

 

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ 

【英文原著論文】 

＜2017＞ 

［チーム 3］ 

1. Miyamoto-Mikami E, Murakami H, Tsuchie H, Takahashi H, Ohiwa N, Miyachi M, Kawahara 

T, Fuku N. Lack of association between genotype score and sprint/power performance in 
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静岡県、浜松市、アクトシティ浜松, 2017 年 3 月 30 日 

70. 金芝美、山中航、高岸美和、Gouraud Sabine、和気秀文 : 島皮質と扁桃体の刺激が引き

起こす異なる循環反応 第 94 回日本生理学会大会. 静岡県、浜松市、アクトシティ浜松, 

2017 年 3 月 30 日 

 

＜2016＞ 

［チーム 1］ 

71. 池田和博 , 長井咲樹 , 堀江公仁子, 長澤さや , 竹田省 , 井上聡 : エストロゲンは骨格筋

におけるエネルギー代謝関連遺伝子の発現を調節し生体での運動持続能を向上させる. 

第 24 回日本ステロイドホルモン学会, 大分県大分市(ホルトホール大分), 2016.12.3. 

72. 井上聡 ：[市民向け講演] 女性ホルモンと筋肉・サルコペニア・ロコモティブ症候群. 公益

財団法人 三越厚生事業団 第 44 回医学研究受賞記念講演, 東京都中央区,(日本橋三

越本店６階「三越劇場」), 2016.11.24 

73. 井上聡 ：[シンポジウム] ミトコンドリア超複合体形成と筋肉、褐色脂肪. 第 2 回日本筋学

会学術集会, 東京都小平市(国立精神・神経医療研究センター), 2016.8.5-6. 

74. 長井咲樹 , 池田和博 , 堀江公仁子, 長澤さや , 竹田省 , 井上聡 ：マウスの運動持続能と

骨格筋におけるエストロゲンの役割の解析. 第2回日本筋学会学術集会, 東京都小平市

(国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター), 2016.8.5-6. 

75. 塩澤淳, 金子晴香 , 永山正隆, 宮崎哲朗, 比企優, 石島旨章, 羽田晋之介, 木下真由子

, 劉立足, 代田浩之, 金子和夫：TKA 術後深部静脈血栓症発生患者では血清アラキドン

酸(AA)高値および EPA/AA 比低値である, 第 89 回日本整形外科学会学術総会,神奈川

県横浜市 2016 年 5 月 14 日. 

76. 木下真由子 , 石島旨章, 金子晴香 , 定月亮, 羽田晋之介, 有田均, 塩澤淳, 坂本優子, 

山中誠, 野尻英俊, 金子和夫：血清カルシウム基準範囲下位 3 分位ではビスフォスホネ

ートと活性型ビタミン D 製剤併用療法による骨密度増加効果が不十分である, 第 89 回日

本整形外科学会学術総会,神奈川県横浜市,2016 年 5 月 14 日. 

77. 清村幸雄, 黒澤尚, 石島旨章, 劉立足, 金子晴香 , 土屋勝, 定月亮, 羽田晋之介, 木下

真由子 , 岩瀬嘉志, 金子和夫：内側型変形性膝関節症の臨床症状は膝内反化にて増強

する, 第 89 回日本整形外科学会学術総会,神奈川県横浜市,2016 年 5 月 14 日. 

78. 羽田晋之介, 石島旨章, 金子晴香 , 劉立足, Yusup Anwarjan, 木下真由子 , 有田均, 塩

澤淳, 高澤祐治, 池田浩, 金子和夫：初期内側型変形膝関節症における内側半月板側

方偏位と内側半月板変性との関連, 第 89 回日本整形外科学会学術総会,神奈川県横浜

市,2016 年 5 月 14 日. 

79. 金子晴香 , 石島旨章, 石橋雅義, 有田均, 劉立足, 定月亮, 羽田晋之介, 木下真由子 , 

高澤祐治, 池田浩, 金子和夫：小型歩行解析装置による変形性膝関節症に対する術前

後の歩行解析, 第 89 回日本整形外科学会学術総会,神奈川県横浜市,2016 年 5 月 15

日. 

80. 木下真由子, 石島旨章, 金子晴香 , 定月亮, 二見一平, 平澤恵理 , Yamada Yoshihiko, 金
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子和夫：パールカンによる滑膜間葉系細胞からの軟骨分化制御, 第 48 回日本結合組織

学会学術大会, 長崎県長崎市,2016 年 6 月 24 日. 

81. 佐藤郁子、牛込恵子、鯉川なつえ、池畑亜由美、鈴木志保子 ：女性アスリート外来受診

者の月経状況と栄養状態・意識等に関する研究 日本スポーツ栄養学会 第 3 回大会, 

愛媛県 松山市総合コミュニティーセンター,2016 年 7 月 2 日. 

82. 金子晴香 , 内藤聖人, 杉山陽一, 高橋弥生, 百枝雅裕, 松本幹生, 馬場智規, 高澤祐

治, 金子和夫：人工肘関節における上腕コンポーネント周囲骨折に対する髄内釘ドッキン

グ法, 第 42 回日本骨折治療学会,東京都新宿区,2016 年 7 月 2 日. 

83. 二見一平, 石島旨章, 金子晴香 , 梶原 一, 金子和夫：新鮮鎖骨骨折に対する超音波骨

折治療器オステオトロン 3 を用いた保存治療, 第 42 回日本骨折治療学会,東京都新宿

区,2016 年 7 月 2 日. 

84. 金子晴香 , 鎌田浩史, 山澤文裕：陸上競技ジュニア選手（高校生）に対する スポーツ外

傷・障害調査, 第 29 回日本臨床整形外科学会学術集会, 北海道札幌市,2016 年 7 月 17

日. 

85. アニワルジャン・ユスプ, 石島旨章, 金子晴香 , 劉立足, 定月亮, 羽田晋之介, 木下真由

子 , 有田均, 塩澤淳, 二見一平, 鎌形康司, 清村幸雄, 斉田良知, 高沢祐治, 池田浩, 

金子 和夫：末期変形性膝関節症の組織学的滑膜炎は MRI 上の軟骨下骨病変と相関す

る, 第 34 回日本骨代謝学会学術集会,大阪府大阪市,2016 年 7 月 21 日. 

86. 劉立足, 石島旨章, 金子晴香 , 羽田晋之介, 木下真由子 , アニワルジャン・ユスプ , 塩

澤 淳, 有田均, 高澤祐治, 池田浩, 金子和夫：人工膝関節置換術後の疼痛及び臨床症

状に影響を与える術後下肢アライメント指標のカットオフ値, 第 34 回日本骨代謝学会学

術集会,大阪府大阪市,2016 年 7 月 21 日. 

87. 木下真由子, 石島旨章, 金子晴香, 劉立足, 定月亮, 羽田晋之介, アニワル・ユスプ , 

有田均, 塩澤淳, 山中誠, 坂本優子, 金子和夫：ビスホスホネートと活性型ビタミン D 併

用療法に対する骨密度増加効果の最適条件の部位的差異, 第 34 回日本骨代謝学会学

術集会,大阪府大阪市,2016 年 7 月 21 日. 

88. 大沢亜紀 ,高宮成将, 金澤博明, 吉田圭一, 糸魚川善昭, 丸山祐一郎：体育系大学のア

スリートの競技別 Female Athlete Triad、疲労骨折の実態について, 第 8 回日本関節鏡・

膝・スポーツ整形外科学会, 福岡市,福岡国際会議場, 2016 年 7 月 28 日-30 日 

89. 有田均, 金子晴香 , 塩澤淳, 羽田晋之介, 石橋雅義, 定月亮, 石島旨章, 高澤祐治, 池

田 浩, 金子和夫：患者立脚型機能評価は末期変形性膝関節症患者の歩行動態を反映

する, 第 8 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会,福岡県福岡市,2016 年 7 月 29 日. 

90. 塩澤淳, 高澤祐治, 羽田晋之介, 小林洋平, 金子晴香 , 齋田良知, 石島旨章, 池田浩, 

金子和夫：Fabella 骨折・膝複合靱帯損傷に伴う腓骨神経麻痺に対して 1 次修復術を行っ

た 1 例, 第 8 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会,福岡県福岡市,2016 年 7 月 29

日. 

91. 羽田晋之介, 石島旨章, 金子晴香 , アニュワルジャン・ユスプ , 有田均, 塩澤淳, 高澤祐

治, 池田浩, 金子和夫：MRI T2 mapping 法を用いた初期内側型変形膝関節症における

内側半月板逸脱と半月板変性および軟骨変性の関連, 第 8 回日本関節鏡・膝・スポーツ

整形外科学会,福岡県福岡市,2016 年 7 月 29 日. 

92. 羽田晋之介, 石島旨章, 金子晴香 , アニュワルジャン・ユスプ , 有田均, 塩澤淳, 高澤祐

治, 池田浩, 金子和夫：前十字靱帯損傷患者における術前 MRI と術後 MRI での変形性

関節症変化の比較, 第 8 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会,福岡県福岡市,2016

年 7 月 29 日. 

93. 松田貴雄 鈴木志保子 ：女性ジュニアアスリートの発育・発達を考える, 第 63 回 日本栄
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養改善学会学術総会, 青森県 青森市 リンクステーション青森,2016 年 9 月 8 日. 

94. 佐藤郁子、牛込恵子、鈴木志保子 ：女性アスリート外来受診者の体型と栄養状態・意識

等に関する研究, 第 63 回 日本栄養改善学会学術総会, 青森県 青森市 リンクステー

ション青森,2016 年 9 月 9 日. 

95. 大沢亜紀 , 吉田圭一, 丸山祐一郎, 金子和夫：トップアスリートにおける競技別の女性ア

スリートの 3 主徴について, 第 42 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会, 北海道札

幌市,札幌コンベンションセンター, 2016 年 9 月 16-18 日. 

96. 藤田真平, 桜庭景植 , 窪田敦之, 若松健太, 鯉川なつえ ：大学女子長距離選手の疲労

骨折の既往歴の有無による下肢筋力の比較, 第 71 回日本体力医学会大会, 岩手県盛

岡市、いわて県民情報交流センター（アイーナ）および盛岡地域交流センター市民文化ホ

ール（マリオス）, 2016 年 9 月 23 日. 

97. 木下真由子, 金子晴香 , 石島旨章, 定月亮, 二見一平, 羽田晋之介, 有田均, 塩澤淳, 

平澤恵理, Goldring Mary, 山田吉彦, 金子和夫：パールカンによる滑膜間葉系細胞から

の軟骨分化制御, 第 31 回日本整形外科学会基礎学術集会,福岡県福岡市,2016 年 10

月 13 日. 

98. 有田均, 石島旨章, 金子晴香 , 石橋雅義, 羽田晋之介, 木下真由子 , 定月亮, 劉立足, 

塩澤淳, Yusup Anwarjan, 高澤祐治, 池田浩, 金子和夫：末期変形性膝関節症患者の臨

床症状と歩行動態は患側の歩行時中心足底圧と相関する, 第 31 回日本整形外科学会

基礎学術集会,福岡県福岡市,2016 年 10 月 13 日. 

99. 木下真由子, 石島旨章, 金子晴香 , 劉立足, 定月亮, 羽田晋之介, Yusup Anwarjan, 有

田 均, 塩澤淳, 田村好史, 綿田裕孝, 河盛隆三, 金子和夫：壮年期変形性膝関節症発

症前膝関節裂隙狭小化と軟骨代謝動態との関連 3 年間の縦断研究, 第 31 回日本整形

外科学会基礎学術集会,福岡県福岡市,2016 年 10 月 13 日. 

100. 羽田晋之介, 石島旨章, 金子晴香 , 劉立足, Yusup Anwarjan, 木下真由子 , 有田均, 

塩澤 淳, 高澤祐治, 池田浩, 岡田保典, 金子和夫：MRI T2 マッピング法を応用した変形

性膝関節症初期の骨棘形成過程の解析, 第 31 回日本整形外科学会基礎学術集会,福

岡県福岡市,2016 年 10 月 13 日. 

101. 鯉川なつえ、平尾朋美、窪麻由美、大沢亜紀、桜庭景植 ：無月経女性アスリートの

LEP 服用における骨動態の変化,第 27 回日本臨床スポーツ医学会, 千葉県 千葉市 幕

張メッセ国際会議場,2016 年 11 月 5 日. 

102. 松村優子、北出真理、尾崎理恵 、佐藤雄一、長井咲樹、竹田省、金子晴香、佐藤郁

子、鯉川なつえ、小笠原悦子、櫻庭景植 ：当院における女性アスリートのエネルギー摂取

量の検討, 第 31 回女性医学学会, 京都府 ウエスティン都ホテル京都,2016 年 11 月 5

日、6 日. 

103. 櫻庭景植 ：疲労骨折の病態と診断(シンポジウム 12:疲労骨折), 第 27 回日本臨床ス

ポーツ医学会学術集会, 千葉県 千葉市、幕張メッセ国際会議場, 2016 年 11 月 6 日. 

104. 永田紋華、窪麻由美、平尾朋美、鯉川なつえ ：LEP は女子学生アスリートの PMS 症

状を軽減できるか, 第30回女性スポーツ医学研究会, 東京都 慈恵医科大学,2016年12

月 10 日. 

105. 窪麻由美、田嶋敦、大沢亜紀、佐藤郁子、鯉川なつえ、小笠原悦子：女性アスリート

外来に通う患者の現状～月経異常とテストステロンを中心に～*2, 第 30 回女性スポーツ

医学研究会, 東京都 慈恵医科大学, 2016 年 12 月 10 日. 

106. 松村優子、北出真理、尾崎理恵、佐藤雄一、長井咲樹、竹田省、金子晴香、鯉川な

つえ、小笠原悦子、櫻庭景植 ：当院における女性アスリート患者のエネルギー摂取量の

検討, 第 30 回女性スポーツ医学研究会, 東京都 慈恵医科大学, 2016 年 12 月 10 日. 
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107. 位髙駿夫, 笠原朋香, 花岡美智子, 栗山雅倫, 町田修一 . 女子ハンドボール選手の

遺伝的特徴について－ACTN3 及び UCP2 遺伝子多型の検討－. 日本ハンドボール学会

第 4 回大会, 東京, 2016 年 2 月（学会大会賞） 

108. 天野晶子, 近藤嘉高, 野田義博, 町田修一 , 尾林博, 石神昭人 . エストロゲン合成

酵素アロマターゼ（Cyp19）の遺伝子欠損による脂質代謝への影響. 第 39 回日本基礎老

化学会, 神奈川, 2016 年 5 月 

109. 川西範明, 高木香奈, 李賢哲, 奥野利明, 横溝岳彦, 町田修一 . 持久的運動トレー

ニングおよび高脂肪食餌負荷が骨格筋のリン脂質分子種濃度に及ぼす影響. 第58 回日

本脂質生化学会. 秋田, 2016 年 6 月 

110. 藤井嵩子 , 川西範明, 石井智子, 石神昭人 , 町田修一 .アロマターゼノックアウトマウ

スの筋線維タイプの特徴. 第 2 回日本筋学会学術集会, 東京, 2016 年 8 月 

111. 上水研一朗, 位髙駿夫, 有賀誠司, 町田修一 . 肥満遺伝子と柔道選手の競技力及

び階級との関連性 －UCP1 と UCP2 遺伝子多型の検討－. 日本武道学会第 49 回大会, 

三重, 2016 年 9 月 

112. 高木香奈, 川西範明, 中野大輝 , 李賢哲, 奥野利明, 横溝岳彦, 町田修一 . 持久的

運動トレーニングおよび高脂肪食餌負荷による骨格筋内脂質分子種の変動. 第 71 回日

本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 

113. 鄧鵬宇, 周亮福, 伍文権, 陸大江, 鈴木宏哉, 町田修一 , 内藤久士 . 中国の大都市

および中都市における青少年の生活習慣と肥満との関連性. 第71 回日本体力医学会大

会, 岩手, 2016 年 9 月 

114. 大野佳南子, 町田修一 , 内藤久士 . 月経周期のフェーズが快適自己ペース走に及

ぼす影響．第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 

115. 千葉汐里, 大野佳南子, 中野大輝 , 尾崎隼朗, 内藤久士 , 町田修一 ．大学生アスリ

ートの月経周期と瞬発力との関係. 第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 

116. 滝沢晶子, 天野晶子, 町田修一, 相垣敏郎, 石神昭人. ビタミン C 合成不全マウス

を用いたビタミン C の欠乏が骨格筋に及ぼす影響. 第 89 回日本生化学会大会, 宮城, 

2016 年 9 月 

117. 天野晶子, 近藤嘉高, 野田義博, 町田修一 , 尾林博, 石神昭人 . アロマターゼノック

アウトマウスを用いたエストロゲン欠乏が肝臓での脂質代謝に及ぼす影響. 第 89 回日本

生化学会大会, 宮城, 2016 年 9 月 

118. 高木香奈, 川西範明, 町田修一 . 一過性の持久的運動が肥満ラットの骨格筋内脂

質に及ぼす影響. 第 168 回日本体力医学会関東地方会, 東京, 2016 年 12 月 

119. 中田智史、小谷鷹哉、石井直方 リボソーム生合成の薬理学的阻害が筋肥大に及

ぼす影響 第 71 回 日本体力医学大会 開催地：岩手 ポスター発表 2016 年 9 月 25

日 

120. 小谷鷹哉、中田智史 、竹垣淳也、高木領、東宮繁人、蔦木新、中里浩一、石井直方 

レジスタンストレーニング回数の違いがリボソーム生合成におよぼす影響 第 71 回 日

本体力医学大会 開催地：岩手 ポスター発表 2016 年 9 月 25 日 

121. 成田昂平、近藤嘉高、増冨裕文、吉田雅幸、石神昭人 : マウス骨格筋でのぺプチ

ジルアルギニンデイミナーゼ 2(PAD2)の局在性. 第 89 回日本生化学会大会, 仙台国際

センター／東北大学川内北キャンパス, 仙台, 2016 年 9 月 25 日-27 日 
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122. 滝沢晶子、天野晶子、町田修一 、相垣敏郎、石神昭人  : ビタミン C 合成不全マウス

を用いたビタミン C の欠乏が骨格筋に及ぼす影響. 第 89 回日本生化学会大会, 仙台国

際センター／東北大学川内北キャンパス, 仙台, 2016 年 9 月 25 日-27 日 

123. 平澤恵理 、中田智史 、山下由莉 筋の維持・再生に関わる細胞外環境の研究（筋・

脂肪細胞維持におけるパールカンの機能解明） 「筋ジストロフィー関連疾患の基盤的診

断・治療開発研究」(26-28)西野班 班会議 開催地：東京 口頭発表 2016 年 12 月 6 日 

124. 尾崎隼朗 、窪田敦之、棗寿喜、町田修一 、内藤久士 . シングルドロップセット法によ

る筋力トレーニングが主働筋と協働筋の筋サイズ・筋力・筋持久力に与える効果. 第 29

回日本トレーニング科学会, 横浜, 2016 年 10 月 トレーニング科学研究賞・奨励賞 受賞 

125. 柿木亮, 関根紀子, 吉原利典 , 棗寿喜, 北田友治, 町田修一 , 小林裕幸 , 内藤久士

．レジスタンス運動後のホエイペプチド摂取によるヒト骨格筋 mTOR シグナルに及ぼす性

差の影響．第 71 回日本体力医学会，2016（9 月・岩手） 

［チーム 3］ 

126. 和気 秀文 、山中 航、高岸 美和、Sabine S Gouraud: The central amygdala 

regulates cardiovascular system without alteration of the baroreflex gain 第 93 回日本生

理学会大会. 北海道、札幌市、札幌コンベンションセンター, 2016 年 3 月 23 日 

127. 山中 航、高岸 美和、Sabine Gouraud、和気 秀文 : Differential cardiovascular 

regulation of the amygdala 第93回日本生理学会大会. 北海道、札幌市、札幌コンベンシ

ョンセンター, 2016 年 3 月 23 日 

128. Gouraud Sabine、大西 真紀子、橋本 恵、宮本 泰則、山中 航、和気 秀文 : 

Gender differences of gene expression profiles in the nucleus tractus solitarius 第 93 回

日本生理学会大会. 北海道、札幌市、札幌コンベンションセンター, 2016 年 3 月 24 日 

129. 山中航、高岸美和、金芝美、Gouraud Sabine、和気秀文 : ラット扁桃体における領域

依存的な心血管応答制御 平成 27 年度スポートロジーセンター・スポーツ健康医科学研

究所合同研究報告会. 東京都、文京区、順天堂大学, 2016 年 6 月 29 日 

130. 福典之 : 競技力に関連する遺伝子多型 日本スポーツ栄養学会第 3 回大会. 愛媛, 

2016 年 7 月 2 日 

131. 福典之 : スポーツパフォーマンスに関連する遺伝子多型 第 167 回日本体力医学会

関東地方会. 千葉, 2016 年 7 月 16 日 

132. 山中航, 和気秀文 : 扁桃体刺激における領域依存的な心血管応答制御 第 24 回日

本運動生理学会大会. 熊本県、熊本市、熊本大学, 2016 年 7 月 24 日 

133. 和気秀文 、山中航、高岸美和、金芝美、横山亜紀、Gouraud Sabine: 延髄孤束核へ

のコリン作動薬微量注入が循環動態に及ぼす影響 第 71 回日本体力医学会大会. 岩手

県、盛岡市、盛岡市民文化ホール, 2016 年 9 月 23 日 

134. 大西真紀子、高岸美和、山中航、宮本泰則、和気秀文 、Gouraud Sabine: 延髄孤束

核における性差関連遺伝子の探索 第 71 回日本体力医学会大会. 岩手県、盛岡市、盛

岡市民文化ホール, 2016 年 9 月 23 日 

135. 山中航、高岸美和、金芝美、Gouraud Sabine、和気秀文 : 扁桃体の機能操作が行

動中の心血管応答に及ぼす影響 第 71 回日本体力医学会大会. 岩手県、盛岡市、盛岡

市民文化ホール, 2016 年 9 月 24 日 

136. 膳法浩史 、宮本（三上）恵里、菊池直樹、福典之 、宮地元彦、村上晴香: 筋力関連

表現型の遺伝率推定に関するメタ解析 第 71 回日本体力医学会大会. 岩手, 2016 年 9

月 25 日 

［チーム 4］ 
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137. 小笠原悦子 . 大学のスポーツマネジメント. スポーツマネジメント学会第 9 回大会号.

大阪府東大阪市、近畿大学, 2016 年 12 月 10 日. 

138. 菅野春菜、小笠原悦子 . 女子バスケットボール・トップリーグの価値のための事例研

究：スポーツにおけるCSR に着目して. スポーツマネジメント学会第9 回大会号.大阪府東

大阪市、近畿大学, 2016 年 12 月 10 日. 

139. 北川純也・小笠原悦子 ・伊藤真紀 .女性コーチにおける CoachDISC の有用性の検

討： Leadership Scale for Sports 及び Coaching Efficacy Scale との関係. スポーツマネジ

メント学会第 9 回大会号.大阪府東大阪市、近畿大学, 2016 年 12 月 11 日. 

140. 藤崎真琴・小笠原悦子 ・伊藤真紀  (2016). なでしこリーグ所属選手のコーチングキ

ャリア選択の要因. スポーツマネジメント学会第 9 回大会号.大阪府東大阪市、近畿大学, 

2016 年 12 月 11 日. 

 

＜2015＞ 

［チーム 1］ 

141. 長井咲樹 , 池田和博 , 堀江公仁子, 竹田省 , 井上聡 ：核内受容体 SXR/PXR ノック

アウトマウスの骨量減少と破骨細胞制御. 第 1 回日本骨免疫学会, 沖縄県宮古島(ホテ

ルブリーズベイマリーナ), 2015.6.30-7.2 

142. 胡愛玲, 山口琢児, 吉澤智子, 加治佐卓也, 白静 , 大谷悟, 小林弘幸 ：グリーンキウ

ィ摂取による整腸作用と生理機能に対する効果,第 15 回日本抗加齢医学会総会,福岡県

福岡市、福岡国際会議場,2015 年 5 月. 

143. 佐藤郁子，牛込恵子，鯉川なつえ，池畑亜由美，新井彬子，鈴木志保子 ：「女性ア

スリート外来」受診者の現状（エネルギー摂取量の特徴）,日本スポーツ栄養学会第 2 回

大会,滋賀県草津市、立命館大学びわこ・くさつキャンパス, 2015 年 7 月. 

144. 鯉川なつえ ：シンポジウム「女性アスリートのためのスポーツ医学を考える」,女性ア

スリートの現状と課題, 第 70 回日本体力医学会大会, 和歌山県和歌山市、和歌山県民

文化会館/ホテルアバローム紀の国,2015 年 9 月. 

145. 小笠原悦子 ：シンポジウム「女性アスリートのためのスポーツ医学を考える」,女性ス

ポーツ研究センターの概要, 第 70 回日本体力医学会大会, 和歌山県和歌山市、和歌山

県民文化会館/ホテルアバローム紀の国,2015 年 9 月. 

146. 鈴木志保子 ：シンポジウム「女性アスリートのためのスポーツ医学を考える」,Female 

Athlete Triad に陥るエネルギー摂取の問題点と栄養指導の必要性, 第 70 回日本体力医

学会大会, 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館/ホテルアバローム紀の国,2015 年

9 月. 

147. 桜庭景植：シンポジウム「女性アスリートのためのスポーツ医学を考える」,女性トップ

アスリートに対する医科学サポート～疲労骨折を中心に～, 第 70 回日本体力医学会大

会, 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館/ホテルアバローム紀の国,2015 年 9 月. 

148. 松田貴雄 ：シンポジウム「女性アスリートのためのスポーツ医学を考える」,女子中高

生アスリートに対する対応～大学生・社会人との対応の違い〜, 第 70 回日本体力医学

会大会, 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館/ホテルアバローム紀の国,2015 年 9

月. 

149. 牛込恵子 ，佐藤郁子，鈴木志保子：女性アスリート外来患者における月経状況と栄

養摂取状況の検討第 1 報, 第 62 回日本栄養改善学会学術総会,福岡県福岡市、福岡国

際会議場/福岡サンパレスホテル,2015 年 9 月. 

［チーム 2］ 



（様式１） 
 

法人番号 131025 
プロジェクト番号 S1411008 

 
150. 亀岡舞 , 尾崎隼朗 , 内藤久士 , 町田修一 . 月経周期の違いがレジスタンス運動後の

コルチゾール分泌応答に及ぼす影響. 第 23 回日本運動生理学会大会, 東京, 2015 年 7

月 

151. 亀岡舞 , 尾崎隼朗 , 内藤久士 , 町田修一 .月経周期および卵巣ホルモン濃度がレジ

スタンス運動後の骨格筋タンパク質分解に及ぼす影響-第 70 回日本体力医学会大会, 

和歌山, 2015 年 9 月 

152. 大野佳南子, 尾崎隼朗 , 亀岡舞 , 今井由佳, 内藤久士 , 町田修一 .月経周期の違い

が膝伸展運動時の仕事量と筋持久力に及ぼす影響-第 70 回日本体力医学会大会, 和

歌山, 2015 年 9 月 

153. 尾崎隼朗 , 亀岡舞 , 大野佳南子 , 今井由佳, 町田修一, 内藤久士. 若年女性にお

けるスクワットジャンプ中の動作スピ ード及びジャンプ高に月経周期のフェーズの違いが

与える影響. NSCA ジャパンカンファレンス 2015, 東京, 2015 年 12 月 

154. 亀岡舞 , 尾崎隼朗 , 内藤久士 , 町田修一 . 月経周期における卵巣ホルモン濃度が

レジスタンス運動後の骨格筋タンパク質分解に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大

会, 和歌山, 2015 年 9 月 

155. 尾崎隼朗 , 亀岡舞 , 町田修一 , 内藤久士 . 月経周期に伴う卵巣ホルモンの変動が

筋厚および筋力に与える影響. 第 22 回日本健康体力栄養学会大会, 千葉, 2015 年 3 月 

156. 柿木亮 , 吉原利典 , 棗寿喜, 関根紀子, 小林裕幸 , 町田修一 , 内藤久士 ．タンパク

質摂取がヒト骨格筋 mTOR シグナル伝達に及ぼす影響．第 70 回日本体力医学会，2015

（9 月・和歌山） 

［チーム 3］ 

157. 尾崎隼朗 , 棗寿喜, 柿木亮, 小林裕幸 , 町田修一 , 内藤久士 .: サイクリング運動の

強度の違いが細胞内シグナル伝達経路の活性化に及ぼす影響.  第 23 回日本運動生

理学会大会. 東京都世田谷区、日本体育大学, 2015 年 7 月 25 日 

158. 柿木亮 , 吉原利典 , 尾崎隼朗 , 関根紀子, 内藤久士 . : 筋収縮様式がヒト骨格筋の

タンパク質合成関連シグナル伝達に及ぼす影響.  第 23 回日本運動生理学会大会. 東

京都世田谷区、日本体育大学, 2015 年 7 月 25 日 

159. 張碩文, 吉原利典 , 高嶺由梨, 町田修一 , 内藤久士 .: 概日リズムによるラット骨格

筋における細胞内シグナル伝達の変化.  第 23 回日本運動生理学会大会. 東京都世田

谷区、日本体育大学, 2015 年 7 月 25 日 

160. 野﨑理沙, 川西範明, 吉原利典 , 内藤久士 , 町田修一 .: 繰り返し温熱負荷による骨

格筋萎縮抑制効果には筋線維特異性が認められる. 第 23 回日本運動生理学会大会. 

東京都世田谷区、日本体育大学, 2015 年 7 月 25 日 

161. 吉原利典 , 柿木亮 , 関根紀子, 高嶺由梨, 棗寿喜, 張碩文, 杉浦崇夫, 町田修一 , 

内藤久士 . : 若年期の運動経験はマウス腓腹筋におけるアセチル化ヒストン H3 発現を亢

進させる.  第 23 回日本運動生理学会大会. 東京都世田谷区、日本体育大学, 2015 年 7

月 25 日 

162. 棗寿喜, 尾崎隼朗 , 吉原利典 , 柿木亮 , 町田修一 , 内藤久士 . : ヒト骨格筋に対する

筋電気刺激が筋肥大に関わる細胞内シグナル伝達経路に及ぼす影響.  第 23 回日本運

動生理学会大会. 東京都世田谷区、日本体育大学, 2015 年 7 月 25 日 

163. 福典之 : 運動パフォーマンスを規定する遺伝子多型の同定と機能解析 第 7 回分子

骨格筋代謝研究会. 京都府京都市、京都大学, 2015 年 8 月 29 日 

164. 福典之 : シンポジウム：遺伝情報を利用したタレント発掘・育成の可能性、競技力に

関連する核ゲノム多型―候補遺伝子アプローチと全ゲノム関連解析から― 第 70 回日本
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体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

165. 古市真也, 北田友治, 町田修一 , 内藤久士 .:  酸素摂取動態がスプリントエコノミー

に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会

館, 2015 年 9 月 19 日 

166. 野﨑理沙, 高木香奈, 内藤久士  , 町田修一 .: 生薬の黄耆が廃用性筋萎縮に及ぼす

影響. 第70回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年

9 月 19 日 

167. 川西範明, 野﨑理沙, 内藤久士  , 町田修一 .: ギプス固定誘導性の筋萎縮における

TLR4の役割. 第70回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 

2015 年 9 月 19 日 

168. 中潟崇, 町田修一 , 濱田千江子, 石島旨章, 平澤恵理 , 石橋雅義, 内藤久士 .: 日本

人勤労者のロコモ予備軍の実態調査 -新基準に基づいて. 第 70 回日本体力医学会大

会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

169. 北田友治, 町田修一 , 内藤久士 . : 筋線維組成が最大走運動中の筋酸素化に及ぼ

す影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015

年 9 月 19 日 

170. トウホウウ, 石原美彦, 柳谷登志雄, 内藤久士 .: 日本と中国の中規模都市における

児童の身体活動実態に関する研究. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山

市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

171. 石原美彦, トウホウウ, 井口祐貴, 島嵜佑, 吉村雅文 , 内藤久士 .: 運動教室に参加

する児童の身体活動量. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県

民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

172. 坂本彰宏, 内藤久士 .: ハイパーベンチレーションはレジスタンス運動の最大レップ数

増加に有効. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 

2015 年 9 月 19 日 

173. 石田真大, 内藤守,  内藤久士 , 杉山康司.: アンチクッション付きポールがノルディ

ックウォーキング時の運動強度に与える影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県

和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

174. 尾崎隼朗 , 棗喜寿, 小林裕幸 , 町田修一 , 内藤久士 . : サイクリング運動の強度の

違いがレジスタンス運動後のシグナル伝達経路の活性化に及ぼす影響. 第 70 回日本体

力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

175. 都築孝允, 吉原利典 , 関根紀子, 柿木亮, 小林裕幸 , 町田修一 , 内藤久士 . : 運動

時の体温上昇の有無が 2 型糖尿病ラットの骨格筋における糖代謝シグナル伝達系に与

える影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 

2015 年 9 月 19 日 

176. 張碩文, 吉原利典 , 高嶺由梨, 町田修一 , 内藤久士 .: 筋萎縮からの回復期における

運動実施のタイミングの違いが細胞内シグナル伝達に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医

学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

177. 棗寿喜, 尾崎隼朗 , 吉原利典 , 柿木亮 , 小林裕幸 , 町田修一 , 内藤久士 . : 筋電気

刺激がヒト骨格筋におけるオートファジーに及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 

和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

178. 吉原利典 , 柿木亮 ,都築孝允，張碩文, 棗寿喜, 杉浦崇夫, 内藤久士 .: 若年期の運

動習慣がラットヒラメ筋におけるヒストン修飾に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大

会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

179. 中村智洋, 柿木亮 , 関根紀子, 小林裕幸 , 佐久間和彦, 内藤久士 .: 男性短距離走
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者の骨格筋における ACTN3 タンパク質発現量. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山

県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

180. 高嶺由梨, 吉原利典 , 都築孝允, 関根紀子, 内藤久士 .: 強制運動または高脂肪食

摂取が成長期マウスの発育状態に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山

県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

181. 杉山康司, 白井友加里, 祝原豊, 朝倉徹, 富田寿人, 辻川比呂斗, 内藤久士.: スポ

ーツ活動種目別にみた小、中学生の体力水準の現状と課題. 第 70 回日本体力医学会

大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

182. 芝口翼, 杉浦崇夫, 吉原利典 , 内藤久士, 後藤勝正, 大平充宣, 吉岡利忠.: 筋損傷

後の異なる温度刺激の組み合わせが再生過程における筋衛星細胞の動態に及ぼす影

響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9

月 19 日 

183. 杉浦崇夫, 芝口翼, 吉原利典 , 内藤久士 , 後藤勝正, 吉岡利忠.: 筋損傷後のアイシ

ングと温熱刺激の組み合わせが回復過程におけるミオシン重鎖分子種に及ぼす影響. 

第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月

19 日 

184. 宇田宗弘, 川崎広明, 飯泉恭一, 重永綾子, 馬場猛, 内藤久士 , 吉岡利忠, 山倉文

幸.: 骨格筋で新たに見出された分子量の異なるα-アクチンの細胞内局在の検討. 第 70

回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 19 日 

185. 和気 秀文 、山中 航、高岸 美和、Sabine S Gouraud: 扁桃体昇圧部による圧受容

器反射制御 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県、和歌山市、和歌山県民文化会

館, 2015 年 9 月 20 日 

186. 山中 航、高岸 美和、Sabine S Gouraud、和気 秀文 : 扁桃体の局所電気刺激がラ

ットの血圧循環応答に及ぼす影響 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県、和歌山

市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 20 日 

187. Sabine S Gouraud、大西 真紀子、橋本 恵、宮本 泰則、山中 航、和気 秀文 : 高

血圧ラットの延髄由来培養アストロサイトにおける遺伝子発現プロファイル 第 70 回日本

体力医学会大会. 和歌山県、和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 20 日 

188. 膳法浩史 、福典之 、村上晴香、宮地元彦: αアクチニン 3 遺伝子 R577X 多型は女性

の柔軟性に関連する 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文

化会館, 2015 年 9 月 20 日 

189. 村上晴香、福典之 、宮本恵里、川上涼子、丸藤祐子、家光素行、真田樹義、宮地元

彦: アスリートにおけるドーパミン受容体D2遺伝子多型の関連 第 70 回日本体力医学会

大会. 和歌山県和歌山市、和歌山県民文化会館, 2015 年 9 月 20 日 

190. 和気 秀文 、山中 航、高岸 美和、Sabine S Gouraud: 扁桃体局所電気刺激による

循環応答の多様性 第 51 回高血圧関連疾患モデル学会学術総会. 大阪府、豊中市、千

里ライフサイエンスセンター, 2015 年 10 月 30 日 

191. 尾崎隼朗 , 北田友治, 棗寿喜, 安部孝, 内藤久士 , 形本靜夫.: サイクリング運動は

加齢による筋サイズと最大酸素摂取量の低下を抑制する.  第 28 回日本トレーニング科

学会大会. 鹿児島県鹿屋市、鹿屋体育大学, 2015 年 11 月 14 日 

192. 駒野悠太, 三浦裕, 藤原大介, 内藤久士 , 中潟崇, 島田和典, 代田浩之.: ウイルス

感染防御機能を制御するプラズマサイトイド樹状細胞に及ぼす運動の影響 第 26 回日本

臨床スポーツ医学会学術集会. 兵庫県神戸市, 2015 年 11 月 19 日 

193. 膳法浩史 、福典之 、西田裕一郎、桧垣靖樹、内藤久士 、原めぐみ、田中恵太郎: ミ

トコンドリア由来ペプチド MOTS-ｃアミノ酸置換（K14Q)を生じさせる m.1382A>C 多型と 2
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型糖尿病との関連 第 15 回日本ミトコンドリア学会年会. 福井県福井市, 2015 年 11 月 21

日 

［チーム 4］ 

194. 菅野春菜、小笠原悦子 、河野洋. 日本バスケットボールリーグの観戦者調査： スポ

ーツ観戦における経験価値尺度（EVSSC）を用いて. スポーツマネジメント学会第 8 回大

会号. 東京都千代田区、法政大学, 2015 年 12 月 20 日. 

195. 北川純也・小笠原悦子 ・伊藤真紀 . CoachDISC の有用性の検討. Leadership Scale 

for Sports. スポーツマネジメント学会第 8 回大会号. 東京都千代田区、法政大学, 2015

年 12 月 20 日. 

196. 藤崎真琴、小笠原悦子 、笠原聡美. FIFA 女子サッカー発展のため の 10 の重要

方針に基づく日本の評価方法の検討スポーツマネジメント学会第 8 回大会号. 東京都千

代田区、法政大学, 2015 年 12 月 20 日. 

197. 渡邉夏美・小笠原悦子 ・新井彬子 ・伊藤真紀. 女性のコーチングキャリア選択に関

わる要因の検討：元オリンピアンを対象としたコーチ経験による比較検討. スポーツマネ

ジメント学会第 8 回大会号. 東京都千代田区、法政大学,  2015 年 12 月 20 日. 

 

＜2014＞ 

［チーム 1］ 

198. 池田和博 , 堀江公仁子, 井上聡 :エストロゲン応答遺伝子 COX7RP の骨における生

体機能. 第 22 回日本ステロイドホルモン学会学術集会, 東京都千代田区(都道府県会

館), 2014.11.3 

［チーム 2］ 

199. 亀岡舞 , 内藤久士 , 町田修一 . 月経周期がレジスタンス運動後の筋タンパク質分解

に関連する尿中マーカーに及ぼす影響. 第 69 回日本体力医学会大会, 長崎, 2014 年 9

月. 体力科学 63(6): 649; (2014) 

200. 高木香奈, 位高駿夫, 上水研一朗, 有賀誠司, 町田修一 . 日本人男子柔道トップア

スリートの脱共役タンパク質遺伝子多型の特徴. 第 69 回日本体力医学会大会, 長崎, 

2014 年 9 月. 体力科学 63(6): 697; (2014) 

201. 亀岡舞 , 町田修一 , 小林祐幸, 内藤久士 . 黄体期における高強度レジスタンス運動

に対するホルモンの分泌応答は血清プロゲステロン濃度によって異なる. 第 25 回日本臨

床スポーツ医学会学術集会, 東京, 2014 年 11 月. 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

 

＜既に実施しているもの＞ 

1. 「順天堂大学スポーツ健康科学部 オープンキャンパス 2014」千葉県・印西市、女性スポ

ーツ研究センターにおける研究･活動の紹介（小笠原悦子、鯉川なつえ、池畑亜由美 ）

2014 年 11 月 1 日.（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20141104-01.html） 

2. 町田修一, 日本人における乳清たんぱく質摂取の重要性, アメリカ乳製品輸出協会プレ

スセミナー, 東京, 2014 年 10 月 7 日. 

http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20141104-01.html
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（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000007718.html） 

3. 「女性スポーツリーダーシップカンファレンス 2015」 東京、順天堂大学本郷キャンパス、

2015 年 2 月 14 日（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20150223-04.html） 

4. 「女性コーチアカデミー2015」 長野、軽井沢プリンスホテル、2015 年 9 月 15-17 日.

（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/report_ja/2015.html） 

5. 町田修一, 培養細胞から見えてきた骨格筋の性差, 第 70 回日本体力医学会大会シンポ

ジウム, 和歌山, 2015 年 9 月. 

6. 「順天堂大学スポーツ健康科学部 オープンキャンパス 2015」千葉県・印西市、女性スポ

ーツ研究センターにおける研究･活動の紹介（小笠原悦子、鯉川なつえ、関口晃子）2015

年 11 月 1 日（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20151106-03.html） 

7. 町田修一, 高齢期における骨格筋の性差. 第 3 回日本サルコペニア・フレイル研究会研

究発表会ワークショップ, 名古屋, 2016 年 11 月. 

8. 順天堂大学第 38 回都民公開講座「女性アスリートの可能性」（小笠原悦子、北出真理、

鯉川なつえ、小林弘幸、鈴木志保子）2016 年 6 月 25 日 

（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20160510-01.html） 

9. 「女性コーチアカデミー2016」 長野、軽井沢プリンスホテル、2016 年 9 月 6-8 日.

（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/report_ja/） 

10. 「女性アスリートのサポート～各国の取組みを踏まえて～」第 340 回順天堂医学会学術

集会, 東京、順天堂大学本郷キャンパス、2016 年 9 月 8 日. 

（http://www.juntendo.ac.jp/event/20160908-00000192.html） 

11. 「第５回 NSCA 国際カンファレンス Women’s luncheon」 千葉、幕張メッセ国際会議場

2017 年 1 月 27-29 日.（http://www.nsca-intlconf5.jp/jp/program.html#S2） 

 
「毎日新聞 医療プレミア」へ協力し、研究成果を公開 
12. 毎日新聞「医療プレミア」体を動かさないと 60〜70 代にツケがまわる（萩裕美子）2015 年

8 月 4 日 

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20150803/med/00m/010/003000c） 

13. 毎日新聞「医療プレミア」免疫をアップさせる食事と運動とは（小林弘幸）2015 年 9 月 3 日

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20150902/med/00m/010/004000c） 

14. 毎日新聞「医療プレミア」梨状筋症候群を知っていますか（小林弘幸）2015 年 10 月 2 日

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151001/med/00m/010/005000c） 

15. 毎日新聞「医療プレミア」50 歳からの筋トレでマラソンも登山も（石田良恵）2015 年 10 月

26 日（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151023/med/00m/010/008000c） 

16. 毎日新聞「医療プレミア」貧血や骨折の原因は月経にあるかも（窪麻由美、中尾聡子）

2015 年 11 月 24 日 

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151120/med/00m/010/011000c） 

17. 毎日新聞「医療プレミア」月経は不妊や骨の健康にも影響（窪麻由美、中尾聡子）2015 年

12 月 15 日 

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151214/med/00m/010/003000c） 

18. 毎日新聞「医療プレミア」女性アスリートを支える「老化」の最新研究（石神昭人）2016 年 1

月 20 日 

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160119/med/00m/010/003000c） 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000007718.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20150223-04.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/report_ja/2015.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20151106-03.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20160510-01.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/report_ja/
http://www.juntendo.ac.jp/event/20160908-00000192.html
http://www.nsca-intlconf5.jp/jp/program.html#S2
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20150803/med/00m/010/003000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20150902/med/00m/010/004000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151001/med/00m/010/005000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151023/med/00m/010/008000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151120/med/00m/010/011000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151214/med/00m/010/003000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160119/med/00m/010/003000c
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19. 毎日新聞「医療プレミア」現代の壊血病やがんにも注目されるビタミン C（石神昭人）2016

年 2 月 17 日 

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160216/med/00m/010/0020c） 

20. 毎日新聞「医療プレミア」人間の体は、動かさないと弱くなる（櫻庭景植）2016 年 3 月 17

日（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160316/med/00m/010/001000c） 

21. 毎日新聞「医療プレミア」骨密度が低い…その先にあるリスクとは（櫻庭景植）2016年4月

13 日（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160412/med/00m/010/004000c） 

22. 毎日新聞「医療プレミア」勝利を目指すアスリートの食事法（鈴木志保子）2016 年 6 月 9

日（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160608/med/00m/010/004000c） 

23. 毎日新聞「医療プレミア」たんぱく質の取り過ぎでスタミナ低下（鈴木志保子）2016 年 7 月

11 日（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160708/med/00m/010/011000c） 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

1. 「女性スポーツリーダーシップカンファレンス 2017」 東京、順天堂大学本郷キャンパス、

2017 年 4 月 9 日. 

2. Kondo Y, Takisawa S, Noda Y, Machida S, Aigaki T, Ishigami A. : Vitamin C deficiency in 

skeletal muscle switches muscle fiber types from slow to fast. ICFSR 2017, Hotel Crowne 

Plaza Barcelona, Barcelona, Spain, 2017.4.27-29 

3. Kondo Y, Takisawa S, Noda Y, Machida S, Aigaki T, Ishigami A. : Vitamin C Deficiency 

Leads to Skeletal Muscle Atrophy and Muscle Fiber Transformation. IAGG 2017, Moscone 

West and the San Francisco Marriott Marquis, San Francisco, California, USA, 

2017.7.23-27 

4. 滝沢晶子、近藤嘉高、町田修一、相垣敏郎、石神昭人 : ビタミン C の欠乏が骨格筋に及

ぼす影響. 日本ビタミン学会第 69 回大会, 横浜市開港記念会館, 横浜, 2017.6.9-10 

5. 第 42 回日本睡眠学会定期学術集会 ワークショップ 1『アスリートの睡眠を考える』 

（http://www.c-linkage.co.jp/jssr42/contents/program.html） 

6. 現在投稿中（revision 中）の論文についてプレスリリースの準備を進め、本学ホームペー

ジ、神経学教室独自ホームページにて成果公開予定。 

7. 「女性コーチアカデミー2017」 長野、軽井沢プリンスホテル、2017 年 9 月 5-7 日. 

（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/） 

 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

 

【制作物】 

1. 「女性アスリートダイアリー（2014～2017） 

2. 「女性アスリート・指導者のための e ラーニング」（全 6 話）（2014～2016） 

3. 「FAT スクリーニングシート」の作成（2017） 

4. なでしこリーグ所属選手のコーチングキャリアに関する調査レポート（2017） 

 

【受託研究】 

5. アスリートの筋肉増強を促進するタンパク源の探索とその作用メカニズムの解明. （研究

代表者: 町田修一）2014 年 

https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160216/med/00m/010/0020c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160316/med/00m/010/001000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160412/med/00m/010/004000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160608/med/00m/010/004000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160708/med/00m/010/011000c
http://www.c-linkage.co.jp/jssr42/contents/program.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/
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6. アロニアエキスのヒトにおける体組成への影響と持久力向上作用の検証（研究代表者: 

町田修一）2016 年 

7. 文部科学省委託事業「女性アスリートの育成･支援プロジェクト 女性アスリートの戦略的

強化に向けた調査研究」独立行政法人国立病院機構西別府病院からの再委託（内藤久

士、小笠原悦子、鯉川なつえ）平成 26 年度、27 年度（2014 年、2015 年） 

8. スポーツ庁委託事業「女性アスリートの育成･支援プロジェクト 女性アスリートの戦略的

強化に向けた調査研究」独立行政法人国立病院機構西別府病院からの再委託（小笠原

悦子、鯉川なつえ）平成 28 年度、29 年度（2016 年、2017 年） 

 

【特許】 

9. 出願中特許： 出願番号 2016-017794、発明者: 服部信孝、斉木臣二、波田野琢、山城

一雄、石川景一、王子 悠、森 聡生、奥住文美、発明の名称: パーキンソン病診断指

標、出願人： 学校法人順天堂、出願日 : 2016 年 2 月 2 日 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

　
㎡ 4 室 15 名

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡0

補助主体

伊藤ビル4階 26年度 99.59

0

施　設　の　名　称 整備年度 研究施設面積 研究室等数 使用者数 事業経費 補助金額

総 計 227,284 122,915 104,369 0 0

研究費 222,058 120,909 101,149 0 0 0

0 0 0

設 備 5,226 2,006 3,220 0 0 0

0 うち一般補助3,348千円

総

額

施 設 0 0 0 0 0

研究費 75,074 42,863 32,211 0 0

0

装 置 0 0 0

装 置 0 0 0 0 0 0

平
成
2
8
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

研究費 74,713 39,402 35,311 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0

うち一般補助3,394千円

装 置 0 0 0 0 0 0

平
成
2
7
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

0

研究費 72,271 38,644 33,627 0 0 0 うち一般補助2,059千円

装 置 0 0 0 0 0 0

平
成
2
6
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 5,226 2,006 3,220 0 0 0

法人番号 131025
プロジェクト番号 S1411008

年度・区分 支出額

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

法　人
負　担

私　学
助　成

共同研
究機関
負担

受託
研究等

寄付金 その他（　　　　　　　　　　） 備　考
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（千円）

ｈ

ｈ
ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

計 3,809 学内3人

ポスト・ドクター 3,336 学内2人

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 473 学内1人

図　　　　書 0

計 8,379

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 8,379

教育研究経費支出 0

計 784

人件費支出 784 時給1,915円，年間時間数　1456時間
（兼務職員） 実人数　2人

計 59,299

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 21,613 解析委託、システム開発委託、通訳業務委託他

(会議費他） 5,677 カンファレンス会議費

印刷製本費 1,884 封筒、女性アスリート手帳、カンファレンスポスター他

旅費交通費 8,734 国内・国外旅費

光　熱　水　費 0

通信運搬費 427 通信料、機器輸送費、郵送費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 20,964 実験試薬、検査用品、実験動物、事務用品他

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

私学助成
（研究設備）
身体組成測定システム 26年度 超音波画像診断装置Noblus 1式 1498 5,226 3,220

（情報処理関係設備）

補助主体

（研究装置）

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

装置・設備の名称 整備年度 型　　番 台　　数 稼働時間数 事業経費 補助金額
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（千円）
  平成 年度

（千円）
  平成 年度

計 9,313 学内4人

ポスト・ドクター 6,470 学内2人

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,843 学内2人

図　　　　書 0

計 12,516

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 12,516

教育研究経費支出 0

計 10,637

人件費支出 10,637 時給　2,167円，年間時間数　3642時間
（兼務職員） 実人数　3人

計 42,608

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 9,910 解析委託、システム開発、実験補助者謝金他

（会議費他） 3,031 カンファレンス会議費

印刷製本費 3,951 女性アスリート手帳、英語版女性アスリート手帳他

旅費交通費 4,646 国内・国外旅費

光　熱　水　費 0

通信運搬費 405 通信料、郵送費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 20,665 実験試薬、検査用品、実験動物、事務用品他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 8,643 学内4人

年　　　度 28

ポスト・ドクター 6,530 学内2人

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,113 学内2人

図　　　　書 0

計 6,850

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,850

教育研究経費支出 0

計 9,649

人件費支出 9,649 時給　2,725円，年間時間数　3120時間
（兼務職員） 実人数　2人

計 49,571

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 18,199 解析委託、システム開発、実験補助者謝金他

（会議費他） 1,541 カンファレンス会議費

印刷製本費 2,426 戦略レポート増刷、各種リーフレット等

旅費交通費 3,742 国内・国外旅費

光　熱　水　費 0

通信運搬費 356 通信料、郵送費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 23,307 実験試薬、検査用品、実験動物、事務用品他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27



女性スポーツ研究センター 

平成26年度研究進捗状況報告会 兼 第1回外部評価委員会 議事録 

 

 

日 時：平成27年5月7日（木）18：00～20：40 

場 所：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー 北405会議室 

参加者：別紙の通り 

 

 

１． 開会、センター長挨拶 

鯉川なつえ副センター長の進行により開会し、小笠原悦子センター長より、開会に先立ち、日ごろ

からの研究活動に対するお礼を述べた。また、本センターにて実施した研究の成果公表に関するご

理解・ご協力について依頼した。 

 

２． 研究進捗状況報告 

以下のとおり、1演題につき約 10分（発表 8 分、質疑応答 2 分）の発表を行った（太字は発表者）。 

【チーム1】 

1） 遺伝子改変実験動物モデルを用いた骨・筋肉・運動能におけるステロイドホルモンの役割に関す
る基礎研究 

竹田省、長井咲樹、井上聡、池田和博 

2） Female Athlete Triad の改善及び予防に関する実践的研究 

鯉川なつえ、中尾聡子、大沢亜紀、窪麻由美、桜庭景植、北出真里、藤田真平 

3） e-learning及び女性アスリートダイアリーを用いた女性アスリートの自己管理能力の変容に関す

る研究 

池畑亜由美、奈良岡佑南 

4） 大学女子陸上競技者における種目別骨密度と月経および身体組成との関連 

平尾朋美、鯉川なつえ、窪麻由美、大沢亜紀、桜庭景植 

【チーム2】 

5） 月経周期がレジスタンス運動後の骨格筋タンパク質分解に及ぼす影響に関する研究 

町田修一、亀岡 舞、尾崎隼朗 

6） 月経周期に伴う卵巣ホルモンの変動が筋厚および筋力に与える影響 

尾崎隼朗、町田修一 

7） 性ホルモン濃度を考慮したトレーニング効果を高める栄養素材の開発と摂取条件に関する研究 

柿木 亮、町田修一、小林裕幸 

8） 女性ホルモンが骨格筋の量および質に及ぼす基礎的研究 

町田修一、川西範明、石神昭人 

【チーム3】 

9） エネルギー産生とトレーニング関係性解明研究－運動能力に影響する遺伝要因の解明－ 

内藤久士、和気秀文、福典之、膳法浩史 

10） ミトコンドリア脂肪酸β酸化はパーキンソン病で低下する－運動機能評価への適応の可能性－ 

服部信孝、斉木臣二 

【チーム4】 

11） 女性リーダー育成の阻害要因の究明 

小笠原悦子、新井彬子、渡邊夏美 

12） 女性アスリートをリードするサポートシステムの開発に向けた研究 

小笠原悦子、新井彬子、鯉川なつえ、伊藤真紀 

 

takahama
タイプライターテキスト
資料１



３． 女性スポーツ研究センター実績報告 

戦略的研究基盤形成事業の研究以外の活動（カンファレンス・勉強会・報告会の開催、講習・講演の

依頼状況、取材・掲載状況、制作物等）について、小笠原悦子センター長より報告が行われた。また、

本センターのメンバーで担当している文部科学省委託事業女性アスリートの育成・支援プロジェクト

「女性アスリートの戦略的強化に向けた調査研究（再委託）」について、伊藤真紀先生（スポーツ健康

科学部助教）と関口晃子（女性スポーツ研究センター事務局）より研究と成果物の報告が行われた。

さらに、研究成果等を発信し、国民との双方向対話を可能にするための本センターにおけるウェブサ

イト運営について、事務局より説明を行った。 

 

４． 外部評価委員総評 

目崎 登先生（筑波大学名誉教授、女性スポーツ医学研究会会長）より、各研究に対するアドバイス、

評価をいただいた。倫理審査を通っていることを必ず明記すること、それぞれチームで行っている研

究が、本センターにどれだけ貢献するかを念頭に研究を進めてほしいとのお言葉をいただいた。 

 

５． 閉会 

スポーツ健康科学部 加納学部長より、本会への感想をいただき、閉会した。 



女性スポーツ研究センター 

平成27年度研究報告会 兼 第2回外部評価委員会 

議事録 

 

日時：平成28年5月23日（月）18：00～21：00 

場所：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス 第2教育棟402教室 

 

１． 開会の挨拶・・・センター長 小笠原 悦子 

鯉川なつえ副センター長の進行により開会し、小笠原悦子センター長より、開会に先立ち、本研究

センターの研究員の池畑亜由美先生（東京家政大学 専任講師）が 5月 12日にご逝去されたことを

受け、1分間の黙とうを捧げた。その後、研究に携わる研究者に日ごろからの研究活動に対するお礼

を述べた。また、本センターにて実施した研究の成果公表に関するご理解・ご協力について依頼した。 

 

２． 研究進捗状況報告（1演題につき、発表8分） 

以下のとおり、1演題につき約8分の発表を行った（太字は発表者、◎＝要旨のみ）。 

 

【チーム1】月経周期とコンディション管理プログラム開発研究 

1）  エストロゲンシグナル改変実験動物モデルを用いた骨・筋肉・運動能におけるステロイドホルモ
ンの役割に関する基礎研究 

竹田省、長井咲樹、長澤さや、井上聡、池田和博 

2） 女性アスリートにおける無月経の評価-－BMI・体脂肪と女性ホルモン分泌パターンの解析より― 

北出真理、尾﨑理恵、松村優子、佐藤雄一、長井咲樹、竹田省 

桜庭景殖、金子晴香、本間康弘, 越智宏徳、中橋恵美、佐藤郁子 

3） 競技別Female Athlete Triadの実態について 

大沢亜紀 中尾聡子 青井裕美 窪真由美 鯉川なつえ 桜庭景植 

4） 大学女子駅伝ランナーにおけるFemale Athlete Triadのリスク調査 

平尾朋美、鯉川なつえ、鈴木志保子、桜庭景植 

5） 女性アスリート外来受診者における受診時の栄養素等摂取状況に関する研究 

佐藤郁子、牛込恵子、鯉川なつえ、池畑亜由美、新井彬子、鈴木志保子 

6） 食物摂取条件と性周期等が便秘に与える影響の動物モデル研究 

白静、大谷悟、胡愛玲、山口琢児、小林 弘幸 

◎ 女性アスリートのための健康教育プログラム開発～その１：女性アスリートダイアリー～ 

池畑亜由美、奈良岡佑南 

◎ 女性アスリートのための健康教育プログラム～その２：女性アスリートイーラーニング～ 

奈良岡佑南、池畑亜由美 

7） 女性アスリートの睡眠の質とその低下に関連する因子の同定 

葛西隆敏、代田浩之、鯉川なつえ、井下綾子 

 

【チーム2】月経周期を考慮したトレーニングの至適負荷条件研究 

8） 月経周期と至適負荷強度との関係 

大野佳南子、尾崎隼朗、亀岡舞、町田修一 
9） 月経周期がレジスタンス運動中の動作スピードに与える影響に関する研究 

尾崎隼朗、亀岡舞、大野佳南子、今井由佳、町田修一 

10） 女性におけるレジスタンス運動後のホエイペプチド摂取が筋タンパク質合成シグナル伝達に及
ぼす影響 

柿木亮、町田修一、小林裕幸 



11） 女性ホルモンが骨格筋の量および質に及ぼす基礎的研究 

藤井嵩子、川西範明、石井智子、石神昭人、町田修一 

 

【チーム3】エネルギー産生とトレーニング関係性解明研究 

12） エネルギー産生とトレーニング関係性解明研究（2年目） 

－運動能力に影響する遺伝要因の解明－ 

内藤久士、和気秀文、福典之、膳法浩史 

13） ミトコンドリア脂肪酸β酸化定量化系の開発 

－運動機能評価への適応の可能性－ 

斉木臣二、天羽拓、波田野琢、藤巻基紀、石川景一、森聡生、王子悠、奥住文美、 

濃沼崇博、福原武志、舩山学、古屋徳彦、服部信孝 

 

【チーム4】女性アスリートのコーチング法開発研究 

14） 女性リーダー育成の阻害要因の究明 

日本の女性パラリンピアンのキャリアに関する質的調査 

伊藤真紀、小笠原悦子、新井彬子、 

◎ 女性リーダー育成の阻害要因の究明 

日本の女性オリンピアンのコーチングキャリア追求意志決定に影響を及ぼす要因の究明に関する

研究 

小笠原悦子、渡邉夏美、新井彬子、伊藤真紀 

15） 女性アスリートをリードするサポートシステムの開発に向けた研究 

小笠原悦子、鯉川なつえ、伊藤真紀、新井彬子 

 

３． 女性スポーツ研究センター実績報告・・・桜間裕子、関口晃子 

戦略的研究基盤形成支援事業の研究以外の活動（カンファレンス等の開催、講習・講演の依頼状況、

新聞等掲載状況、制作物等）について、事務局（桜間）より報告が行われた。 

また、本センターのメンバーで担当した文部科学省委託事業女性アスリートの育成・支援プロジェ

クト「女性アスリートの戦略的強化に向けた調査研究（再委託）」について、事務局（関口）より研究

成果等の報告が行われた。 

 

４． 外部評価委員総評・・・ヨーコ･ゼッターランド、跡見順子、目崎 登（敬称略） 

ヨーコ・ゼッターランド先生（嘉悦大学女子バレーボール部監督、スポーツコメンテーター）より

女性コーチの増員という側面からの研究もどんどん実施していただきたいが、その反対の雇用する側

組織の状況を把握・改善できるような研究も進めるなど、多方向からのアプローチを試みてほしいと

いったご意見をいただいた。 

また、跡見順子先生（東京農工大学 客員教授、東京大学 名誉教授）より、医学、生化学、社会

学の分野の研究を１つのテーマ（女性スポーツ）で行っている研究センターはほとんどないので、大

変面白い。せっかくいい研究をやっているので、分野間、チーム間の情報共有、共同研究などを行っ

ていくとさらに良いといったご意見をいただいた。 

最後に、目崎 登先生（筑波大学名誉教授、女性スポーツ医学研究会会長）より、昨年度から研究

が一層進み、どの研究も素晴らしい成果を上げていると評価をいただいたが、倫理審査を経た研究で

あることを明記している発表が少なく、要旨には必ず明記していただきたい、とご指摘いただく形と

なった。 

 

５． 閉会の挨拶・・・スポーツ健康科学部長、大学院スポーツ健康科学研究科長 内藤 久士 

内藤久先生より本会に対するご感想をいただき、閉会した。今後、これらの研究・情報をチーム間、

分野間、研究者同士で共有していくことを確認した。 
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